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Summary

63

ThedistributionofthebenthonicfbrammiferaltestsintheInlandSeaofJapanisdescribed.

ThesurfacesedimentswerecollectedfrOmlyo-nada,Aki-nada,Hiuchi-mda,Harima-nada,

OsakaBay,andtheKiiStraits.FieldworkwasdoneonboardR/V@GTansei-maru"ofthe

OceanResearchInstimte,UniversityofTokyo.Thisisthefirstreportonthefbrannniferal
／

bidCoenosemthelnlandSeaofJapan.

緒 言

瀬戸内海は中国,四国,近畿九州に囲まれた平均水深約30m,面秋17,107km2の浅く広大な

内海であり，数多くの島を含んでいる。いくつかの湾，灘に区分されており，関門，豊予,M!)

戸，および紀淡の4つの海峡で外海と通じている。瀬戸内海へ流入する外洋水の大部分は豊予

海峡より入り，伊予灘，燧灘を至て播磨灘へと四国北岸に沿って東流する。また一部は紀淡海

峡を通り，大阪湾を経て播磨灘へ流入する。

本海域の現生有孔虫群集に関しては，大阪湾（中世古,1953;TAKAYANAQI,1954),燧灘

(SAwAI,1955),松永湾（長浜,1951),播磨灘（多井,1971),および中国地方沿岸

(KATo,1979)の報告があるが，いずれも生殼と死殼の区別をしていない混合迩骸群染として

扱っている。生体群集について論じたものとしては，吉田(1981MS),高岡(1981MS)による

播磨灘西部の報告があるにすぎない。

本論では，1979年1月の東京大学海洋研究所淡青丸の研究航海(KT79-1)で，瀬戸内海およ

び紀伊水道の7地点で採取した表届堆秋物より産出した有孔虫群染について報告する。

本研究をすすめるにあたり，淡青丸研究航海に参加の機会を与えて下さった広島大学総合科

＊金沢大学教養部地学教室
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学部多井義郎教撹坪田博行教授に厚く感謝の意を表する。また，基礎地盤コンサルタンツ

株式会社の吉田静江娘には室内における試料処理に御協力をいただいた。この場をかりて御礼
申し上げる。

試料

試料の採取は，小型のグラビテイーコアラー（内径35mm)を用いて行なった。採取位置を
Tablel,およびText-fig.1に示す。．

Tablel.Listofsamples

底質採取後，船上で直ちに表府部厚さlcmの部分を切り取り，中性ホルマリンで固定した。
実験室に持ち帰った試料は，200メッシュのふるいで水洗し，有孔虫の生体と逝骸を区別する
ためにローズベンガル法による処理を行なった。

処理を終えた試料からすべての有孔虫殻を拾い出した。底棲有孔虫は分類同定を行ない，同
時に各々 の個体数を記録した。さらに，ローズベンガルにより赤く染色された原形質を有する

ものを生体と判定し，その個体数を記録した。浮遊性有孔虫もその個体数を記録した。後に各

の々試料ごとに，それぞれの種の産出頻度を全体群集(TotalPopulation)と生体群集(LiVmg
Population)とで別々にパーセンテージに換算した。

群集

本海域において亜種，および未同定種も含み126種の底棲有孔虫が識別され，このうち60種
は生体が確認された｡各種の産出頻度をTable2に示す。
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生体群集(LivingPopulation)

種数,個体数とも紀伊水道(St.13)が最も多<,燧灘東部(St.7)が最小値を示している。

岐も産出頻度の高い種は鞄ga℃此ady"αであり，燧灘(St.6,7),播磨灘(St.11),およ

び大阪湾(St.15)では総個体数の56～76%と半数以上を占めている。これに対し伊予灘(St.3),
安芸灘(St.5),および紀伊水道(St.13)では産出頻度は極めて低いか，あるいはまったく産出

が認められず，この種の分布にははっきりした片寄りが見られる。

これに次いでZ》℃c"""加加αWo"たαと8脚"加加e肋e趣""rm加αが多数産出したが，前者が

燧灘に多いのに対し，後者は大阪湾に多く，その分布に違いが認められる。

全体群集(TotalPopulation)

種数，個体数とも生体群集と同様に紀伊水道で最も多いが，最も少ないのは生体群集とは異

なって播磨灘である。

産出頻度の最も高い種はE鹿E'で〃αか“αであり，生体群集と同様に燧灘，播磨灘，および

大阪湾では総個体数の56～76％を占めている。一方，伊予灘，安芸灘，および紀伊水道では6

％以下と極めて少ない。次いでBoﾉか加α”"s",7tx〃"γ血se加愈肱m,[ﾉi′鞍『伽e恥g地6m,

E加湿血沈αかe"邸加が多数産出するが，これらの種の分布には片寄I)が認められる。B.rob"-

s"E""em"7zは伊予灘に,ZsewIM"とugh6"は燧灘および大阪湾に集中している。

Z""z迦施麺はさらに紀伊水道にも多数認められる。

生体群集と特に異なる種としては，当然ではあるが，浮遊性有孔虫がある。紀伊水道で約36

％，伊予灘で18％含まれているが，瀬戸内海中央部では1～2％と急激に減少する。

考察

広大な瀬戸内海に比較して試料数がきわめて少ないため，個々の種の分布についての議論は

できない。このため殻の組成による区分に基づいて議論を進める。

産出した有孔虫は，その殻の組成から膠着質殼有孔虫，石灰質磁器質殼有孔虫，および石灰

蘭ガラス状殼有孔虫に区別される。本海域では，膠着質殻とガラス状殼の種が大部分を占めて

おり，生体群集，全体群集とも同様の分布の様子を示す(Text-fig､2)

外洋に近い伊予灘(St.3),安芸灘(St､5),および紀伊水道(St.13)ではガラス状殼有孔虫が

総個体数の70～80％を占めているが，瀬戸内海中央部に向って急激に減少し，燧灘東部(St.7)

および播磨灘(St.11)では逆に膠着面殼有孔虫が90%以上を占めるようになる。

磁器質殼有孔虫は個体数が少ないが，生体群集，全体群集ともガラス状殼有孔虫と同様の分

布を示す。外洋に近い伊予灘，および紀伊水道で5～10％の値を示し，瀬戸内海中央部に向っ

て減少し，燧灘，播磨灘では1％以下しか含まれていない。

PHLEGER(1954)はミシシッピー海峡の有孔虫群集は膠着質殼有孔虫で特徴づけられ，メキ

シコ湾に面した地域は石灰質殼有孔虫で特徴づけられることを報告した。

HADA(1957)は本邦沿岸で14種の汽水域の有孔虫を報告したが，このうち10種は膠着質

0
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Text-f19.2.FrequencydistributionofForammifera.

有孔虫である。

松島湾の現生有孔虫を調査したMAToBA(1970)は，膠着質殼有孔虫が湾奥部で僅勢で，湾

口部に向って減少することを報告した。

汽水域には有孔虫の種数が極めて少ないことはよく知られている。WALTON(1955)は，種
数が少ないのは温度，蝋素l,tの変化が極端なためであり，多くの種の生存，繁殖が限られ，こ

の変化に耐えられる僅かの種しか生存できないためであると考えている。瀬戸内海においては，

燧灘および播磨灘で種数が少なく，伊予灘，紀伊水道に向って増加する傾向が認められる。

MAToBA(1970)は松島湾において，元村の等比級数則（元村§1932)による解析を行なっ

た。この結果，湾口部ほど複雑な群集であり，湾奥部ほどより単純な群集であることが示され

た。

瀬戸内海においても元村(1932)に従って,群集の柵造を訓査した(TeXt-fig.3)。生体群典，

全体群集ともに紀伊水道と伊予灘はほぼ同様の値を示すが，中央部に向って次第に単調な群集

に変化している。生体群集では播磨灘が，全体群集では燧洲が最も単純な群集であると認めら
れる。
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以上のように種数の変化，殻の組成による分布の違い，および群災椛造に基づくと，瀬戸内

海は燧灘および播磨灘が肢も奥深い場所であり，東西両方向に次第に外洋水の影郷が強くなっ

ていると考えられる。殻の組成，浮遊性種の個体数によると，大阪湾に比較して安芸灘および

伊予灘の方がより外洋水の影弾が強い。このことから灘戸内海に流入する外洋水は，紀淡海峡

よりも蝦子海峡を通って入る方が優勢であると考えられる。このことは海水の温度，比重から

推定された瀬戸内海の水系（津田ほか,1974)の結果と一致する。
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